
検討年月日 2018/6/15

品名（品番）（写真）

組成 103 201 301 401 501 601

綿　100％ 104 202 302 402 502 602

105 303 403 603

106 304 604

107 あて布

申し出クレーム内容

クリーニング処理法 洗濯方法・回数不明（クレームは商業クリーニング実施後）

グループ検討内容

検査機関検討内容

2～3回着用後、洗濯したら破れた

（外観観察）
・カフス、ヨーク部で裂けている
・生地は先染めで滑脱抵抗は悪くないと思われる
・縫い糸には綿糸の細番手を使用している
・2～3回の着用でなく、もっと何度も来ていると思われる
（結論）
生地に対して縫い糸の強度が弱く、縫い糸切れを起こしたのではないか

当該生地の組織図は右の通り。
この組織はヨコ糸の浮きが大きい。
従ってタテ方向に滑脱し易いと思われる。
更に織物密度が比較的粗めであり、滑脱し易い条件が揃っている。
洗濯後に破れが発生したとのことであれば、洗濯時柔軟剤を使ったのではないだろ
うか。
原因：生地の滑脱対応不適
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